
                   平成１９年６月１日（更新） 民主党 ながつま昭事務所                                  

消えた年金保険料の納付記録 ポイント数字 

■５０，９５１，１０３件 
○年金給付に結びつかない保険料納付情報 

○内訳 国民年金１１２８万９２８２件 厚生年金３９６６万１８２１件 

（平成１８年６月１日現在）  

うち、６５歳以上 国民年金５８９万７２８０件 厚生年金１７５４万６０５３件 

    合計２３４４万３３３３件 

 

■１８，６６７，３１７件 
○５０００万件のうち、受給年齢でなおかつ存命の可能性が高い方の記録 

○内訳： 国民年金３６６万７６６２件（６５－７９歳） 

厚生年金１４９９万９６５５件（６０－７９歳） 

 

■３０１，８４１件 
○５０００万件のうち、「生年月日不明」となっている記録 

 

■８４人 
 ○社会保険庁には国民年金保険料の納付記録が存在しなかったが、本人が領収

書などを保存していたため、社保庁が記録の訂正に応じた件数。どこかで記録が消

えたことを社保庁が認めた人数（記録相談の特別強化体制 昨年８月２１日から１２

月２８日分） 

 ○８４件中、２９件は社会保険庁又は市町村の資料に納付記録があることが判明。 

残る５５件は、完全に記録が消失。 

 

■２０，６３５人 
 ○年金記録相談の特別強化体制が始まった昨年８月２１日から、今年３月３０日ま

でにおいて、本人は国民年金及び厚生年金の保険料を納付したと申し出たにもかか

わらず、申し出が却下された人数。  

○内訳 １７，４３８人は申し出た内容のすべてが却下され、３，１９７人は申し出た

内容の一部しか認められなかった。 

○領収書を持参していなければ、保険料納付を認められず結局、約１３０人に１人

しか救済されていない。 

 



■２１８，４７４人 
 ○社保庁のミスなどの理由で、国民年金及び厚生年金の受給額が受給途中で変

更になった人数（裁定変更、平成１３年度から平成１９年２月末までの６年間分） 

 

■４１２，５１８人 
 ○５８歳通知（平成１６年３月開始）において、国民年金及び厚生年金の保険料納

付記録の訂正要求をした人数（平成１８年１２月末現在） 

○発送４６６万８９９人、うち４１万２５１８人（８．８％）が訂正要求 

  返信無しが１３４万８０３２人も存在 

 

■？？？？？？件 
○ 昭和５９年前後の年金システムの全面コンピューター化に伴い、国民年金や

厚生年金の保険料納付を記録した手書き台帳からデーターをコンピューター

へ移行した。その際にミスがあった可能性がある。手書き台帳の記録のうち、

コンピューターに移行されなかったものが何件あるか不明。 

○ 手書き台帳がすべて保存されていれば、後から追跡調査をすることができる。

しかし、国民年金の納付記録を手書きで記録していた手書き台帳は、特殊台

帳を呼ばれる一部の台帳はマイクロフィルム化して残しているものの、その他

の手書き台帳は、マイクロフィルムに保存もせずに廃棄している。理由はコン

ピューターにデーターを入力したのだから必要がないというものだった。 


